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十
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京

三
井
倶
楽
部
で（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

五
十
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会

か
ら
、
小
林
正
道
事
務
総
長
、
福
田
亮
二
社

会
部
次
長
が
出
席
し
た
。

本
会
の
加
盟
団
体
で
あ
る（
社
）全
日
本
仏

教
婦
人
連
盟
は
、
各
仏
教
婦
人
団
体
を
全
国

的
に
網
羅
し
た
団
体
で
あ
り
、
各
団
体
と
の

連
絡
提
携
及
び
そ
の
強
化
拡
充
、
仏
教
に
よ

る
国
際
親
善
、
青
少
年
の
宗
教
情
操
教
育
運

動
等
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
各
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

大
会
で
は
始
め
に
、
鷹
司
誓
玉
名
誉
会
長

（
善
光
寺
大
本
願
法
主
）
導
師
の
も
と
、
全

日
本
尼
僧
法
団
に
よ
る
記
念
法
要
が
厳
修
さ

れ
た
。
続
い
て
出
席
者
に
よ
る
献
花
、
鷹
司

名
誉
会
長
の
御
垂
示
の
後
、
六
條
照
瑞
名
誉

顧
問
が
信
条
を
お
唱
え
し
、
島
田
喜
久
理
事

長
が
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
と
し
て
、
本
会
の
小
林
事
務

総
長
、
羽
生
裕
彦
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事

長
が
挨
拶
し
、
式
典
は
終
了
し
た
。

会
食
の
後
、
有
馬
頼
底
臨
済
宗
相
国
寺
派

管
長
が
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
仏
教
婦
人
連
盟
ゆ
か
り
の
方
が

多
数
参
加
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
月
二
十
三
日
夕
刻
、
世
界
仏
教
徒
連
盟

（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
の
パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長
夫
妻
が

タ
イ
国
よ
り
来
日
し
、
本
会
事
務
総
局
を
表

敬
訪
問
さ
れ
た
。

パ
ロ
ッ
プ
氏
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
青
年
部
で
あ

る
世
界
仏
教
青
年
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）
の
会

長
（
１
９
８
４
〜
１
９
９
８
）
等
を
歴
任
さ

れ
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒

会
議
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
後
、
事
務
総
長
に
就

任
さ
れ
た
。

本
会
小
林
正
道
事
務
総
長
と
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ

以
来
の
友
人
同
士
で
も
あ
り
、
旧
交
を
温
め

た
。

鷹
司
誓
玉
名
誉
会
長
の
御
垂
示

�
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

五
十
周
年
記
念
大
会
開
催

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
五
大
事
業

�
写
経
運
動
―

イ
ン
ド
・
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
の
日

本
寺
境
内
に
建
設
さ
れ
た
「
光
明
施
療
院
」

で
無
料
診
察
す
る
為
の
運
営
資
金
づ
く
り
と

な
る
運
動
で
、
会
員
が
中
心
と
な
り
多
く
の

在
家
信
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

�
心
の
募
金
運
動
―

「
優
し
い
気
持
ち
に
な

っ
た
と
き
に
募
金
を
」
と
い
う
運
動
で
、
子

供
た
ち
に
喜
び
や
優
し
さ
、
慈
悲
の
心
を
教

え
ら
れ
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
と
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊

働
セ
ン
タ
ー
と
共
に
戦
火
で
焼
き
尽
く
さ
れ

た
「
ぶ
ど
う
畑
」
を
再
生
す
る
「
ぶ
ど
う
基

金
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

�
タ
オ
ル
運
動
―

阪
神
大
震
災
被
災
者
の

方
々
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
の
運
動
で
、

地
震
被
災
地
な
ど
の
義
援
金
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。皆
様
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
タ
オ
ル
は「
ま

け
な
い
ぞ
う
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
世
界
の
人

た
ち
に
元
気
や
勇
気
を
届
け
て
い
ま
す
。

�
海
外
企
業
企
業
研
修
生
に
日
本
文
化
を
―

日
本
の
文
化
（
華
道
・
茶
道
）
を
海
外
企
業

研
修
生
の
方
々
に
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
願

い
、（
社
）日
本
国
際
青
年
文
化
協
会
と
共
に

年
数
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

�
里
親
運
動
―
（
財
）全
国
青
少
年
教
化
協
議

会
と
共
に
、
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
里
親
運
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

電
話
〇
三（
五
七
七
二
）〇
六
七
七

パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長
（
正
面
）

世
界
仏
教
徒
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）

パ
ロ
ッ
プ
事
務
総
長

事
務
総
局
を
表
敬
訪
問
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十
月
二
十
四
日
、
時
宗
総
本
山
遊
行
寺

で
遊
行
七
十
四
代
他
阿
真
円
上
人
の
晋
山

式
が
挙
行
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
粕
川
鐵
禅

副
会
長
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
前
会
長
）

と
江
口
智
流
総
務
部
次
長
が
参
列
し
た
。

晋
山
式
で
真
円
上
人
は
、「
遊
行
賦
算
、

現
代
社
会
の
円
満
平
和
の
実
現
に
向
け
て

少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
」
と
述
べ
ら
れ

た
。ま

た
、
当
日
は
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
、

参
道
に
は
大
勢
の
信
徒
が
集
ま
り
、
真
円

上
人
の
晋
山
を
祝
っ
た
。

真
言
宗
御
室
派
佐
藤
令
宜
管
長
晋
山
式

時
宗
法
主
他
阿
真
円
上
人
晋
山
式

仁和寺境内を行道する佐藤令宜管長晋山された他阿真円上人

十
月
二
十
九
日
、
真
言
宗
御
室
派
総
本

山
仁
和
寺
で
佐
藤
令
宜
管
長
の
晋
山
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
麻
生
文
雄
副

会
長
（
真
言
宗
醍
醐
派
管
長
）、
福
田
亮

二
社
会
部
次
長
が
参
列
し
た
。

晋
山
式
は
、
真
言
宗
各
山
、
所
縁
の
諸

大
徳
が
多
数
参
列
し
、
真
言
長
者
の
川
田

聖
定
真
言
宗
豊
山
派
管
長
、
堀
智
範
真
言

宗
御
室
派
前
管
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

会
場
を
移
し
、
祝
宴
が
開
催
さ
れ
約
三

百
五
十
人
が
出
席
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
一
月
十
一
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で

第
三
十
八
回
大
阪
府
佛
教
徒
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
会
か
ら
小
林
正
道
事
務
総
長
、

壽
山
良
光
社
会
部
長
が
出
席
し
た
。

式
典
で
は
、
増
田
貞
圓
大
阪
府
佛
教
会

会
長
の
挨
拶
の
後
、
本
会
小
林
事
務
総
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
徹
底
討
論
「
少
年
犯
罪
と
宗

教
・
教
育
」
と
題
し
、
竹
内
脩
氏
（
大
阪

府
教
育
長
）、
大
村
英
昭
師
（
関
西
学
院

大
学
社
会
学
部
教
授
・
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
僧
侶
）、
北
村
日
照
師
（
大
阪
府
保
護

司
会
連
合
会
副
会
長
・
日
蓮
宗
僧
侶
）
の

鼎
談
に
よ
り
、
大
阪
に
お
け
る
少
年
犯
罪

の
実
態
と
、
教
育
現
場
で
の
対
策
、
並
び

に
社
会
学
的
見
地
か
ら
の
多
角
的
な
考
察

並
び
に
提
言
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

十
一
月
四
日
、
埼
玉
県
都
幾
川
村
・
霊

山
院
で
、
第
二
十
六
回
埼
玉
県
佛
教
徒
大

会
が
「
命
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
。
本
会
か
ら
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
、

福
田
亮
二
社
会
部
次
長
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
酒
井
文
雄
埼
玉
県
佛
教
会
会

長
導
師
の
も
と
記
念
法
要
を
厳
修
し
、
続

い
て
大
会
開
催
の
挨
拶
を
酒
井
会
長
が
行

っ
た
。
来
賓
祝
辞
と
し
て
本
会
の
櫻
井
総

務
部
長
が
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
大
本
山
妙
心
寺
山
内
霊
雲
院

住
職
・
則
竹
秀
南
老
師
が
「
今
日
を
大
事

に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行

っ
た
。

晴
天
の
中
、
寺
院
関
係
者
及
び
壇
信
徒
、

約
二
百
五
十
名
が
参
加
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

第３８回第２６回

大
阪
府
佛
教
徒
大
会

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会 壇上のパネリスト各師大会の挨拶をする酒井文雄会長
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十
月
十
七
日
十
二
時
よ
り
、
東
京
の
浅
草

寺
で
日
中
友
好
宗
教
者
懇
話
会
の
主
催
に
よ

り
、
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨
送
還
先
徳
五

十
周
年
記
念
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
本
会

よ
り
渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
が
参
列
し
た
。

日
中
友
好
宗
教
者
懇
話
会
は
、
遺
骨
返
還

事
業
を
通
じ
、
日
中
仏
教
の
交
流
を
深
め
中

国
の
各
宗
派
に
於
け
る
祖
山
・
聖
地
の
復
興
、

再
建
や
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ

等
を
実
施
し
、
日
中
佛
教
友
好
交
流
大
会
や

近
年
で
は
北
京
で
、
第
一
回
中
・
韓
・
日
友

好
交
流
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

記
念
法
要
で
は
、
清
水
谷
孝
尚
貫
首
を
大

導
師
に
浅
草
寺
一
山
の
式
衆
が
出
仕
し
、
日

中
友
好
宗
教
者
懇
話
会
関
係
の
方
々
、
約
七

十
名
が
参
列
し
た
。
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
の

慰
霊
と
と
も
に
、
遺
骨
送
還
に
尽
力
さ
れ
た

日
中
の
諸
先
徳
、
関
係
者
の
遺
徳
を
偲
び
、

追
善
法
要
が
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
小
野
塚
幾
澄
日
中
友
好

宗
教
者
懇
話
会
会
長
、
清
水
谷
孝
尚
貫
首
が
、

戦
後
間
も
な
い
頃
の
困
難
な
時
期
に
、
遺
骨

送
還
の
事
業
に
携
わ
れ
た
諸
大
徳
の
功
績
を

話
さ
れ
た
後
、
中
国
を
代
表
し
、
中
国
大
使

館
公
使
参
事
官
の
趙
宝
智
氏
、
東
京
華
僑
総

会
会
長
の
殷
秋
雄
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

式
典
終
了
後
、「
遺
骨
送
還
事
業
と
日
中

仏
教
交
流
の
歩
み
」
と
題
し
額
賀
章
友
同
会

常
任
理
事
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

十
月
十
八
〜
二
十
日
の
三
日
間
、
有
楽
町

の
日
本
外
国
人
特
派
員
協
会
会
議
場
で
庭
野

平
和
財
団
主
催
の
庭
野
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
三
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
渡
邊

宗
徹
国
際
文
化
部
長
が
出
席
し
た
。

庭
野
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
テ
ー
マ
を

「
紛
争
状
況
に
お
け
る
宗
教
者
と
宗
教
集
団

の
役
割
」
と
題
し
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い

る
紛
争
の
解
決
・
和
解
に
努
力
す
る
宗
教
者

・
活
動
家
・
研
究
者
が
集
ま
り
、
相
互
の
情

報
交
換
を
通
じ
連
帯
を
図
り
、
世
界
平
和
に

向
け
て
の
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

国
内
外
か
ら
約
百
人
が
出
席
し
、
初
日
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
運
動
創
設
者
ア

リ
ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
Ｉ
Ｎ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
理
事
マ
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
ド
フ
教

授
の
基
調
講
演
、
続
い
て
二
日
目
は
、
五
つ

の
紛
争
地
域
（
朝
鮮
半
島
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
メ
キ
シ

コ
）
の
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
最
終
日
は
、
全
体
討
議
が
行
わ
れ

閉
会
と
な
っ
た

中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨
送
還
先
徳

五
十
周
年
記
念
法
要
厳
修

●
日
中
友
好
宗
教
者
懇
話
会浅草寺本堂前で清水谷孝尚貫首（前列中央）、小野塚幾澄宗懇会長

（同右）、宮林昭彦宗懇副会長（同左）、高橋隆天川崎大師平間寺貫
首（前列左より４人目）

○
庭
野
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
三

「
紛
争
状
況
に
お
け
る
宗
教
者
と

宗
教
集
団
の
役
割
」
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現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ
堂
遺

跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊
等
に
鋭
意

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金
が
千

五
百
万
円
程
不
足
を
来
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
恐
縮
で

す
が
有
縁
の
皆
様
方
に
今
後
の
事
業
資
金
の
ご
支
援
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

妙
定
院

小
林
正
道
様

金
、
壱
百
萬
円

能
仁
寺

萩
野
映
明
様

金
、
二
十
萬
円

光
明
寺

岩
田
文
有
様

金
、
二
十
萬
円

大
真
寺

阿
部
顕
瑞
様

金
、

十
萬
円

称
福
寺

小
野
島
元
雄
様

金
、

三
萬
円

長
明
寺

木
内
隆
志
様

金
、
五
十
萬
円

總
持
寺

小
峰
立
丸
様

金
、
三
十
萬
円

西
澄
寺

西
岡
知
圓
様

金
、

十
萬
円

威
徳
寺

深
澤
照
生
様

金
、
五
十
萬
円

（
九
月
十
一
日
〜
十
一
月
十
二
日

受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号

（
郵
便
局
）
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

（
銀
行
口
座
）
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

国
際
文
化
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

２００３年１２月１日4



十
一
月
七
日
天
台
宗
務
庁
で
、
本
会
主

催
の
第
二
十
三
回
同
和
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
研
修
会
は
、
森
田
ゆ
り
氏
（
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
主
宰
）
を
講

師
に
迎
え
「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
人
権
〜

心
の
力
の
み
な
も
と
へ
〜
」
と
題
し
た
講

演
会
で
あ
る
。

森
田
氏
は
、
北
米
に
二
十
一
年
間
在
住

し
子
供
・
女
性
へ
の
暴
力
防
止
に
関
す
る

専
門
職
の
養
成
に
長
年
関
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
主
任
研
究

員
と
し
て
、
人
種
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
指

導
に
携
わ
り
、
日
本
で
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

・
セ
ン
タ
ー
を
主
宰
し
、
現
在
、
全
国
で

研
修
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

講
演
の
中
で
森
田
氏
は
、
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
と
は
、「
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

誰
で
も
が
個
性
、
感
性
、
生
命
力
、
能
力
、

美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
想
か

ら
、
個
人
の
中
に
潜
在
的
な
能
力
や
可
能

性
、
す
ば
ら
し
さ
を
再
び
生
き
生
き
と
息

吹
か
せ
、
拡
げ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
社
会
か
ら
受
け
た
不
当
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
苦
痛
（
暴
行
や
い
じ
め
、
虐

待
、
差
別
な
ど
）
を
一
つ
一
つ
取
り
除
き
、

「
が
ん
ば
り
な
さ
い
」
と
言
葉
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
個
人
の
あ
る
が
ま
ま
を
受

容
し
、
人
々
に
内
在
す
る
資
質
に
働
き
か

け
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
体
罰
（
子
供
に
対
す
る
虐
待
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
）
と
戦
争
を
例
に
話

を
進
め
、
こ
れ
ら
二
つ
に
共
通
す
る
感
情

と
し
て
、
人
々
の
不
安
と
恐
怖
が
大
き
く

係
わ
り
、
不
安
と
は
理
性
を
失
わ
せ
周
り

に
伝
染
し
、
怒
り
と
は
、
不
安
・
恐
怖
・

悲
し
み
・
絶
望
・
悔
し
さ
な
ど
複
雑
な
感

情
が
入
り
ま
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

体
罰
を
受
け
た
人
は
、
無
力
感
（
自
信
が

な
い
）や
行
動
の
選
択
が
な
に
も
な
い（
自

由
が
な
い
）
状
態
に
陥
る
。
即
ち
こ
れ
は
、

生
き
る
力
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

人
は
生
き
る
た
め
に
安
心
・
自
信
・
自
由

が
必
要
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
様
々
な
外
的
要
因
と
自
己
の
否

定
的
な
内
的
要
因
が
、
自
分
を
小
さ
く
閉

じ
こ
め
て
し
ま
う
。
そ
の
力
を
自
己
の
外

へ
と
広
げ
て
い
く
、
自
分
に
し
か
な
い
内

な
る
力
に
気
づ
き
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
力
説
さ
れ
た
。

人
権
が
個
人
の
レ
ベ
ル
、
世
界
的
レ
ベ

ル
で
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
は
、
皆
が
人
権

に
つ
い
て
目
を
向
け
選
挙
の
投
票
な
ど
で

も
自
己
の
権
利
を
主
張
し
、
権
利
を
行
使

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

加
盟
団
体
か
ら
約
百
人
が
参
加
し
、
二

時
間
の
森
田
氏
の
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

（
財
）全
日
本
仏
教
会

第
二
十
三
回

同
和
研
修
会

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
人
権

〜
心
の
力
の
み
な
も
と
へ
〜

講演する森田ゆり氏

「海外たすけあい」は、日本赤十字社とNHKが

共同で実施している国際援助キャンペーンです。

お寄せいただいた義援金は、赤十字の世界的なネットワークを通じて、紛

争・災害に対する緊急救援活動や復興支援、並びに災害対策や保健医

療などの分野での開発途上国への長期的な支援に使われます。

義援金は次の方法でお受けします。

全国の郵便局、取扱い表示のある各金融機関、農協、
漁協（専用の振込用紙をご利用になると便利です）

●ご送金の場合

NHK各放送局、並びに最寄の日本赤十字社支部、
病院、血液センターなどでお取扱いしています。

●ご持参の場合
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十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
本
会
会

議
室
で
、
第
三
回
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
前
回
六
月
十
七
日
の
第
二
回
委
員

会
か
ら
当
日
ま
で
の
活
動
経
過
が
報
告
さ
れ

た
。ま

ず
六
月
十
九
日
（
東
京
）、
三
十
日
（
京

都
）
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
懇
談
会
で
加
盟

団
体
へ
の
説
明
と
協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
件
。

ま
た
七
月
二
十
九
日
の
理
事
会
で
杉
谷
委
員

長
が
経
過
報
告
を
行
い
、
今
後
の
活
動
推
進

が
確
認
さ
れ
た
件
が
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
「
全
仏
だ
よ
り
」（
加
盟
団
体
機

関
誌
へ
の
全
仏
記
事
掲
載
依
頼
）
を
用
い
た

広
報
活
動
の
現
況
、
加
盟
団
体
等
の
協
力
状

況
等
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
�
関
係
省
庁
へ
の
継
続
的
働
き
か
け

を
行
う
。
�
本
会
要
請
書
に
つ
い
て
、
い
の

ち
の
大
切
さ
な
ど
を
教
え
る
宗
教
教
育
の
重

要
性
を
よ
り
前
面
に
出
し
、
一
般
に
更
に
分

か
り
易
い
文
面
の
も
の
も
作
成
す
る
。

�
法
律
改
正
を
見
据
え
、
教
材
・
指
導
要
領

な
ど
に
つ
い
て
仏
教
界
か
ら
具
体
的
提
言
が

で
き
る
よ
う
に
、
委
員
会
内
に
チ
ー
ム
を
作

り
対
応
す
る
。

以
上
の
点
が
合
意
・
確
認
さ
れ
た
。

十
月
十
日
、
本
会
会
議
室
で
本
年
度
第
一

回
の
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
新
た
に

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
小
笠
原
隆
元
・
坂

本
観
泰
・
戸
松
義
晴
の
三
師
の
出
席
も
得
て
、

熱
の
こ
も
っ
た
討
議
が
行
わ
れ
た
。

会
議
で
は
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ

Ｂ
）
に
つ
い
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ

世
界
仏
教
徒
会
議
マ
レ
ー
シ
ア
大
会
の
報
告

の
後
、
一
九
七
八
年
の
第
十
二
回
大
会
以
来

開
催
さ
れ
て
い
な
い
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会

議
日
本
大
会
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
協

議
さ
れ
た
。

近
い
将
来
の
開
催
実
現
の
た
め
、
様
々
な

形
態
で
の
開
催
方
法
や
、
主
催
者
と
し
て
大

会
を
開
催
す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
英
語
を

使
え
る
僧
侶
の
養
成
・
研
修
の
た
め
の
組
織

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
も
委
員
よ
り
提
言
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
仏
教
徒
迫
害

問
題
、
以
前
よ
り
課
題
と
な
っ
て
い
た
英
文

に
よ
る
日
本
仏
教
紹
介
本
作
成
に
つ
い
て
も

協
議
が
行
わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
前
向
き
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

青
松
寺

仏
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
塾

十
月
十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
東
京
・
青

松
寺
（
曹
洞
宗
）
で
、
青
松
寺
仏
教
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
塾
「
ボ
ー
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
渡
邊
宗
徹

国
際
文
化
部
長
、
入
西
智
彦
国
際
文
化
部
次

長
が
出
席
し
た
。

こ
の
仏
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
塾
は
、
喜
美
候

部
宗
一
青
松
寺
住
職
が
発
起
人
と
な
り
、

様
々
な
宗
派
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

興
味
を
持
つ
若
手
僧
侶
が
参
加
し
て
い
る
。

初
日
は
、
高
橋
卓
志
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺

派
神
宮
寺
住
職
）、
秋
田
光
彦
師
（
浄
土
宗

應
典
院
主
幹
）
の
両
講
師
が
問
題
提
起
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
。高

橋
師
は
、
尋
常
浅
間
学
校
・
タ
イ
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
の
自
立
支
援
を
行
う

ア
ク
セ
ス
２１
等
、
神
宮
寺
に
お
け
る
諸
活
動

に
つ
い
て
、
ま
た
、
秋
田
師
は
、
應
典
院
の

成
り
立
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
、

生
前
個
人
墓
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
等

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

参
加
者
約
三
十
名
は
、
会
場
の
青
松
寺
に

宿
泊
し
熱
心
に
議
論
を
行
っ
て
い
た
。

●
お
問
い
合
せ
は

青
松
寺

東
京
都
港
区
愛
宕
二
―
四
―
七

電
話
〇
三（
三
四
三
一
）三
〇
八
七

お
申
込
み

必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
下

さ
い
。
希
望
部
数
、
住
所
、
郵
便
番
号
、

連
絡
先
、
一
般
も
し
く
は
寺
院
の
別
も
お

書
き
の
上
お
申
込
み
下
さ
い
。

お
支
払

い
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
振
込
願
い

ま
す
。

（
送
料
・
梱
包
料
は
別
途
請
求
）

お
問
い
合
せ

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

●
仏
教
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド

○
戒
名
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

１００枚 １，０００円

ポケットの中に入る、小さなやさ
しい法話カードです。各種の集ま
りや、玄関や受付にて配付頂けれ
ば幸いです。１部 １００円

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会

国
際
委
員
会
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十
四
日
▼
日
宗
連
理
事
会
・
幹
事
会
出
席

十
六
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
南
禅
寺
東
京
国
立
博
物
館
特
別
展

記
者
発
表
会
出
席

十
七
日
▼
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
遺
骨
送
還
先

徳
五
十
周
年
法
要
参
列

▼
親
鸞
思
想
の
解
明
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
席

十
七
日
▼
青
松
寺
仏
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
塾
出

席

二
十
日
▼
庭
野
平
和
財
団
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
二
〇
〇
三
出
席

二
十
二
日
▼
ロ
ー
マ
教
皇
在
位
二
十
五
周
年

記
念
式
典
出
席

▼
法
律
相
談
室

二
十
三
日
▼
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）

事
務
総
長
パ
ロ
ッ
プ
氏
来
訪

二
十
三
・
二
十
四
日
▼
浄
土
宗
同
和
研
修
会

出
席

二
十
四
日
▼
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
五
十
周

年
記
念
大
会
出
席

▼
時
宗
法
王
晋
山
式
参
列

▼
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会

二
十
七
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
十
九
日
▼
真
言
宗
御
室
派
管
長
晋
山
式
参

列
▼
妙
智
会
理
事
長
来
訪

三
十
・
三
十
一
日
▼
公
益
法
人
会
計
研
修
会

出
席

三
十
一
日
▼
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
永
観
堂

寺
宝
展
内
見
会
出
席

四
日
▼
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

五
日
▼
常
務
理
事
会

七
日
▼
同
和
研
修
会

八
日
▼
京
都
府
仏
教
連
合
会
・
仏
教
講
演
会

出
席

十
日
▼
新
宗
連
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
準
備
会

出
席

▼
国
際
仏
教
興
隆
協
会
三
十
五
周
年
・

印
度
山
日
本
寺
三
十
周
年
祝
賀
会
出

席

十
一
日
▼
大
阪
府
佛
教
徒
大
会
出
席

就
任

評
議
員

中
西
智
海
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

税
務
委
員

久
保
智
尚
（
天
台
宗
）

国
際
委
員

小
笠
原
隆
元
（
学
識
経
験
者
）

坂
本
観
泰
（
学
識
経
験
者
）

戸
松
義
晴
（
学
識
経
験
者
）

退
任

評
議
員

山
内
教
嶺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

税
務
委
員

大
谷
正
道
（
天
台
宗
）

無料法律
相談室
長谷川正浩本会顧問弁護士による、

無料法律相談を毎月第二、第四木曜

日の午後開催しております。本会事

務総局０３（３４３７）９２７５へ事前予約の上

おいで下さい。

本
会
機
関
誌
「
全
仏
」
四
九
三
号

記
事
訂
正
の
お
詫
び

本
誌
前
号
（
四
九
三
号
）
六
頁
、
宗

教
法
人
審
議
会
の
記
事
中
で
、
石
上
智

康
常
務
理
事
の
お
名
前
を
誤
っ
て
記
載

致
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
、

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤

石
上
智
光
常
務
理
事

正

石
上
智
康
常
務
理
事

事
務
総
局
録
事

十
月
（
十
一
〜
三
十
日
）

十
一
月
（
一
〜
十
一
日
）

人
事
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二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
発
行

十
二
月
号

第
四
九
四
号

仏教伝道の旗印として仏旗を掲げましょう
全日本仏教会選定仏旗頒布のご案内

発
行
人

小
林
正
道

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

仏
旗
は
、
仏
教
徒
が
お
釈
迦
さ
ま
（
仏

陀
）
の
教
え
を
守
り
、
仏
の
道
を
歩
ん
で
い

く
時
の
大
い
な
る
旗
印
と
な
る
も
の
で
す
。

本
会
で
は
、
先
般
よ
り
「
全
仏
」
誌
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
じ
、
第
二
回
全
日
本
仏

教
徒
会
議
永
平
寺
大
会
（
一
九
五
四
年
）
で

承
認
さ
れ
た
国
際
仏
旗
（
青
・
黄
、
赤
、
白
、

樺
）
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
緑
、
黄
、
赤
、
白
、
紫
の
五
色

を
用
い
た
旗
が
仏
旗
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
度
、
全
日
本
仏
教

会
選
定
の
、
ポ
ー
ル
掲
揚
用
の
三
種
類
の
大

き
さ
の
仏
旗
と
、
卓
上
仏
旗
を
作
製
し
、
さ

ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

仏
旗
を
お
寺
の
門
前
は
勿
論
の
こ
と
、
会

議
・
集
会
の
折
り
、
仏
教
伝
道
の
旗
印
と
し

て
掲
揚
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
卓
上
の
仏
旗
は
、
仏
壇
や
玄
関
、

応
接
室
な
ど
で
ご
活
用
下
さ
い
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
二
階

電

話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇

全日本仏教会選定卓上仏旗全日本仏教会選定仏旗仏旗バッチ 全仏輪袈裟

�２，５００円
（高さ３０� テトロン 台座付き）

�大 ５，０００円（縦１４０� 横２１０� テトロン）

�中 ３，０００円（縦９０� 横１３５� テトロン）

�小 ２，０００円（縦７０� 横１００� テトロン）

�仏旗バッチ ５００円
（縦２．５� 横４．８� プラスチック）

�全仏輪袈裟 １，５００円

袋中上人来琉４００年記念本会新リーフレットが完成
●エイサー・フシジウォーク
参加者募集

●本会の諸事業へのご理解を
日本の仏教界が一丸となり仏教文化の

宣揚と平和に向けた諸事業を推進してい
くための連合体である本会の歴史・活動・
機構を広く皆様にご理解頂ければと願っ
ております。会議・集会等で広くご配付頂
ければ幸いです。
尚、本会事務総局総務部までご連絡
頂ければ、ご送付いたします。

─お申込み─
全日本仏教会事務総局総務部
〒１０５‐００１１
東京都港区芝公園４‐７‐４明照会館２F
TEL０３‐３４３７‐９２７５
FAX０３‐３４３７‐３２６０

世界遺産、首里城公園をスタートして、４００年前の
琉球文化にふれながら歩く松山公園までの６キロ
のコース。参加者一人一人の歩いた距離が、平和
活動支援団体へ寄付されるチャリティウォークです。
開 催 日：２００４年２月７日� ９時より
会 場：沖縄・首里城公園集合
申し込み：２００４年１月１５日まで
参 加 費：大人１２００円、高・中学生７００円

小学生５００円
問い合せ・申し込み
浄土宗社会国際局内
担当 吉田宏昭 橋下俊祐 大谷秀穂
「袋中上人来琉４００年記念事業実行委員会」
TEL０３‐３４３６‐３３５１ FAX０３‐３４３４‐０７４４
E-mali : syakai@jodo.or.jp

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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